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御
志
ぞ
大
地
よ
り
も
厚
く
、
大

海
り
も
深
き
御
志
ざ
し
ぞ
か

し｣ 

千
日
尼
御
返
事 

 

暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま

す
。 皆

様
に
は
益
々
御
健
勝
の
御

事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

か
ね
が
ね
檀
信
徒
の
皆
様
よ

り
、
当
山
の
護
持
興
隆
の
為
に

ご
浄
財
喜
捨
を
賜
り
、
又
、
諸

行
事
の
ご
奉
仕
な
ど
、
種
々
の

高
配
に
対
し
心
か
ら
御
礼
申
し 

上
げ
ま
す
。 

 
 

既
に
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
妙 

      

教
寺
で
は
、
本
年
は
、
御
清
正

公
ご
入
滅
四
百
年
の
祥
当
年
の

節
目
を
む
か
え
ま
し
た
。 

            

御
清
正
公
は
、
慶
長
十
六
年

七
月
に
肥
後
本
妙
寺
に
て
、
二

十
四
日
に
安
詳
と
し
て
法
華
経

弘
通
の
御
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
、

入
涅
槃
さ
れ
、
已
来
、
月
変
り
、

年
移
り
て
四
百
年
。 

お
清
正
公
は
法
華
経
を
守
護

す
る
善
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、

人
々
の
真
心
を
捉
え
、
自
ず
と

徳
が
顕
れ
、
法
華
経
の
修
行
の

足
跡
、
功
徳
を
今
に
伝
え
残
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。  

 

省
み
れ
ば
、
私
共
は
、
平
成

の
御
世
に
、
人
界
に
受
け
難
き

生
を
享
け
、
値
え
難
き
正
法

（
お
題
目
）
を
受
持
す
る
こ
と
を

得
た
り
の
み
な
ら
ず
、
今
亦
、

御
清
正
公
四
百
年
遠
忌
に
遇
い

奉
る
記
念
す
べ
き
報
恩
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

當
山
の
香
華
道
場
由
緒
を
み

れ
ば
、
御
清
正
公
さ
ま
菩
提

寺
・
旧
本
山
・
発
星
山
本
妙
寺

清
正
公
大
尊
儀
の
応
護
を
賜
る
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（１） 

本年 4 月 11 日に本妙寺大本堂で行わ
れた清正公御入滅四百年遠忌法要 

 



縁
由
に
よ
り
創
立
開
山
さ
れ
、

「
春
日
原
の
お
清
正
公
さ
ま
」
又
、

「
三
沢
の
お
清
正
公
さ
ま
」
と
、

皆
さ
ま
か
ら
親
し
く
帰
依
さ
れ

て
、
御
清
正
公
信
仰
の
中
心
の

地
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。 

                 

そ
の
御
清
正
公
の
四
百
年
遠

忌
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
肥
後

本
妙
寺
で
は
、
御
清
正
公
の
永

鎮
の
霊
地
、
そ
し
て
そ
の
御
威

光
御
遺
徳
の
顕
彰
す
る
た
め

「御
廟
所
並
び
に
仁
王
門
改
修
」

報
恩
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
事
に
鑑
み
、
こ
の

た
び
全
国
の
寺
院
で
は
各
分
野

総
力
を
あ
げ
て
支
援
活
動
を
致

す
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
う
け
て
、

特
に
、
九
州
清
正
公
縁
由
寺
院

は
共
に
足
並
み
を
揃
え
て
、
再

建
の
為
の
資
金
勧
募
を
皆
様
方

に
呼
び
か
け
て
い
る
状
況
で
す
。 

    

妙
教
寺
に
お
い
て
は
、
一
昨

年
の
総
会
で
ご
承
認
頂
き
ま
し

た
よ
う
に
、
「
宗
祖
日
蓮
大
聖 

人
御
生
誕
八
百
年
」
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
當
山
独
自
の

形
で
の
「
清
正
公
第
四
百
年
御

遠
忌
法
要
」
を
、
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
来
る
平

成
二
十
二
年
八
月
二
十
二
日

（
日
）
に
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会
に
あ

わ
せ
執
り
行
い
ま
す
。 

よ
っ
て
、
当
日
は
、
肥
後
本
妙

寺
よ
り
主
管
上
人
を
お
迎
え
し
、

御
清
正
公
出
開
帳
を
賜
わ
る
予

定
で
す
。
そ
の
折
に
、
妙
教
寺
檀

信
徒
一
同
と
し
て
の
ご
浄
財
を

復
興
支
援
金
と
し
て
ご
寄
進
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
甚
だ
恐
縮
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
こ
の
趣
旨
に

対
し
て
ご
理
解
を
賜
り
、
積
功

累
徳
の
良
き
機
会
と
お
考
え
い

た
だ
き
御
志
ご
浄
財
を
ご
寄
進

下
さ
れ
結
縁
を
成
就
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
更
に

趣
意
書
を
ご
理
解
頂
き
、
宿
福

の
深
厚
た
る
ご
支
援
を
賜
わ
れ

ば
、
今
後
、
委
員
会
で
は
、
遺
漏

な
く
式
典
を
円
成
す
る
こ
と
を

期
し
て
、
諸
準
備
を
進
め
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

    

尚
、
當
山
檀
信
徒
各
位
に
は
、

詳
し
い
法
要
の
内
容
や
ご
浄

財
・
ご
寄
進
の
方
法
に
つ
い
て
ご

案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

當
山
に
お
い
て
の
、
ご
寄
進
の
申

込
み
は
、
都
合
上
、
第
一
次
〆

切
は
「
平
成
二
十
二
年
八
月
二

十
二
日
（
日
）
」
の
盂
蘭
盆
施
餓

鬼
法
要
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
別
送
の
趣
意
書
の
「
申
込

書
・浄
財
」
を
妙
教
寺
分
に
取
り

纏
め
て
寄
進
致
す
予
定
で
す
。 

清
正
公
出
開
帳
法
要
を
奉
行 

（２） 

記
念
事
業
の
支
援
の
締
切 

改修工事が行われる御廟所（写真右）及び仁王門（写真左） 



     

妙
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髙
野 
英
典 

 

合
掌 厳

し
い
暑
さ
も
峠
を
越
し
た

か
に
見
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
檀

信
徒
の
皆
様
方
に
は
暑
中
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
私
、
六
月
十
四
日
よ

り
六
月
二
十
四
日
の
十
日
間
、

住
職
上
人
を
は
じ
め
、
檀
信
徒

有
志
の
方
々
の
後
押
し
を
頂
き
、

東
京
、
世
田
谷
区
に
あ
る
日
蓮

宗
霊
断
師

れ

い

だ

ん

し

会
本
部
、
幸
龍
寺
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
「
九
識

く

し

き

霊
断
法

れ
い
だ
ん
ほ
う

相
伝

そ
う
で
ん

講
習
会

こ
う
し
ゅ
う
か
い

」
を
受
講

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
全
国
各
地
よ
り
二 

    十
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
今
回 

初
め
て
二
名
の
外
国
人
の
方
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。 

講
習
内
容
は
、
日
蓮
仏
教
教

義
大
意
を
は
じ
め
と
す
る
教
学
、

九
識
霊
断
法
相
伝
、
五
種

ご

し

ゅ

護
符

ご

ふ

相
伝
他
、
倶
生

ぐ
し
ょ
う

霊
神

れ
い
じ
ん

符ふ

に
関
す

る
こ
と
等
の
相
伝
を
受
け
て
参

り
ま
し
た
。 

一
日
に
昼
食
を
は
さ
み
七

時
間
の
講
義
と
、
夕
食
後

に
夜
の
課
外
講
習
が
一
時

間
と
い
う
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
、
た
い
へん
中
味
の
濃

い
も
の
で
、
日
頃
の
勉
強
不

足
を
つ
く
づ
く
反
省
さ
せ

ら
れ
た
十
日
間
で
し
た
。 

そ
れ
で
も
各
講
師
先
生

方
よ
り
手
厚
い
ご
指
導
を

頂
き
十
日
間
の
相
伝
講
習

を
修
了
す
る
事
が
で
き
、

二
級
霊
断
師
の
資
格
を
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆

様
方
へ
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

簡
単
に
九
識
霊
断
法
と

倶
生
霊
神
符
に
つ
い
て
ご
説 

                        

九
識
霊
断
法
相
伝
講
習
会
に
参
加
し
て 

本年度霊断法相伝講習会に参加された皆様 

（２列目右より４番目が髙野上人） 

2010年（平成 22年 8月 22日） 

清正公第四百年遠忌出開帳法要奉行 

2021年（平成 33年） 

宗祖日蓮大聖人御生誕 800年 

（３） 



明
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
九
識
霊
断
法
と
は
、
南

無
妙
法
蓮
華
経
（お
題
目
）
の
神

秘
と
、
人
間
が
持
っ
て
い
る
九
識

（
私
達
の
心
の
一
番
深
い
と
こ
ろ

に
あ
る
不
思
議
な
心
理
の
こ
と
）

に
よ
っ
て
私
達
の
運
命
を
予
知

す
る
秘
法
で
す
。
悪
い
運
命
の

流
れ
が
あ
れ
ば
、
一
大
秘
法
の

妙
法
蓮
華
経
の
守
護
に
よ
り
、

そ
れ
を
改
善
し
て
良
い
方
向
に

持
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、

ま
た
良
い
運
命
の
流
れ
の
人
は

そ
れ
が
悪
い
方
向
に
向
か
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
更
に
良
く
す

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。 

し
か
し
、
霊
断
法
は
誰
で
も

簡
単
に
行
え
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
行
え
る

人
は
九
識
霊
断
法
の
相
伝
主
よ

り
免
許
を
頂
い
た
人
だ
け
で
す
。

こ
の
免
許
を
有
す
る
人
を
「
霊

断
師
」
と
い
い
ま
す
。
当
山
に
お

い
て
は
住
職
上
人
よ
り
私
で
二

人
目
と
な
り
ま
す
。 

九
識
霊
断
法
に
よ
れ
ば
、
問

題
を
抱
え
る
人
の
運
命
を
様
々

な
要
素
か
ら
霊
断
師
が
総
合
的

に
判
断
し
、
ど
こ
が
良
い
の
か
、

ど
こ
が
悪
い
の
か
が
は
っ
き
り
分

か
り
ま
す
。
家
庭
運
を
始
め
、

病
気
、
業
運
、
金
運
、
選
挙
、
入

札
交
渉
、
取
引
、
入
学
入
社
、

失う

せ
物
、
旅
行
、
天
候
、
学
校

内
で
の
問
題
、
結
婚
、
離
婚
、
霊

障
等
々
、
私
達
が
生
活
す
る
上

で
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
処
で
き

る
秘
法
が
九
識
霊
断
法
で
す
。 

          

ま
た
、
倶
生
霊
神
符
と
は
、

倶
生
霊
神
さ
ま
（
同
生
天

ど
う
し
ょ
う
て
ん

、

同
名
天

ど
う
み
ょ
う
て
ん

と
い
う
二
人
の
神
様
）

が
「
あ
な
た
を
護
り
ま
す
」
と
い

う
契ち

ぎ

り
の
符
（あ
か
し
）で
す
。 

 

日
蓮
大
聖
人
は
御
遺
文
『
道

場
神
守
護
事
』
の
中
に
「
人
、
所

生
の
時
よ
り
二
神
守
護
す
。
い

わ
ゆ
る
同
生
天
、
同
名
天
、
こ

れ
を
倶
生
神
と
い
う
。
」
と
あ
り
、

又
、
龍
ノ
口
の
御
法
難
を
顧
み

ら
れ
て
「
あ
の
夜
、
私
が
首
を
切

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
倶
生
霊
神

さ
ま
の
ご
守
護
で
あ
っ
た
。
」
と

弟
子
達
に
体
験
談
を
残
さ
れ
ま

し
た
。
又 

『
真
言
諸
宗
違
目
』
に
は
「
去
る

九
月
十
二
日
の
夜
中
に
は
実
に

危
な
い
所
を
逃
れ
た
。
信
心
が

固
け
れ
ば
神
の
守
り
が
強
い
と

い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
な
た
が
た
は
夢
に
も
疑
っ
て
は

い
け
な
い
。
倶
生
霊
神
さ
ま
の
守

り
は
絶
対
で
あ
る
。
」（意
訳
）と 

                        

平成 17 年度～平成 34 年度 

立正安国・お題目結縁運動 

“いのちに合掌” 
日 蓮 宗 

（４） 



印
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
倶
生
霊
神
と
い

う
神
様
は
、
私
達
が
こ
の
世
に

産
ま
れ
た
と
き
か
ら
同
時
に
、

私
達
の
身
体
に
宿
り
、
私
達
の

命
を
お
護
り
下
さ
り
、
御
本
仏

と
私
達
を
つ
な
ぐ
、
あ
り
が
た
い

大
切
な
二
天
で
す
。
又
、
こ
の
倶

生
霊
神
の
二
体
の
お
神
様
は
私

達
各
々
の
双
肩
に
宿
り
、
あ
な

た
方
だ
け
を
専
属
に
護
り
、
そ

の
信
仰
す
る
度
合
い
や
使
命
の

貢
献
度
に
よ
り
、 

よ
り
大
き
な
ご
加
護
を
下
さ
い

ま
す
。 

一
神
を
同
生
天

ど
う
し
ょ
う
て
ん

と
い
い
、
身

体
（
健
康
）
を
危
険
か
ら
護
り
、

福
を
与
え
ま
す
。 

一
神
を
同
名
天

ど
う
み
ょ
う
て
ん

と
い
い
、
生

活
（
経
済
）
を
護
り
、
徳
を
与
え

ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
九
識
霊
断
法

に
よ
り
自
ら
の
現
実
を
正
し
く 

知
り
、
不
正
の
部
分
を
霊
断
師

の
指
導
に
よ
り
改
善
し
、
又
、
倶

生
霊
神
符
を
着
帯
す
る
こ
と
で

倶
生
霊
神
の
御
守
護
を
頂
き
、

不
安
の
無
い
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
望
い

た
し
ま
す
。 

 

※
尚
、
九
識
霊
断
法
に
よ
る

請
断

せ
い
だ
ん

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
予

め
電
話
等
で
日
時
の
予
約
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
折
に
簡
単
な

事
情
を
を
お
聞
か
せ
頂
き
ま

す
。 

（
請
断
に
は
少
な
く
と
も
一
時

間
は
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
請
断

の
内
容
に
よ
っ
て
は
戒
律
に
よ
り

お
調
べ
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
） 

※
倶
生
霊
神
符
は
初
め
は
寺
の

お
上
人
に
授
帯
を
し
て
頂
き
、

次
回
か
ら
は
本
堂
の
御
宝
前
に

置
い
て
お
り
ま
す
の
で 

中
身
の
霊
神
符
の
み
毎
月
自
分

で
交
換
し
て
く
だ
さ
い
（
一
体
、

三
百
円
で
す
。
尚
、
最
初
の
み

着
帯
用
袋
（
一
袋
五
百
円
）
を

お
求
め
下
さ
い
。
） 

              

今
後
は
こ
の
九
識
霊
断
法
を

よ
り
研
鑽
し
自
ら
の
信
仰
は
も

ち
ろ
ん
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
信

行
の
お
手
伝
い
に
役
立
て
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

再
拝 

 

                        

倶 生 霊 神 符 

一体３００円 
着 帯 用 袋 

一袋５００円 

 〒812-0027 福岡市博多区下川端町 10-9 

フリーダイヤル0120-39-0456 
TEL092-271-0456 FAX092-271-0464 

（５） 



 

 

                      
                         

                             

   
信
仰
心
篤
い
亡
き 

伊
藤
様
の
思
い
出
に
つ
い
て 

 

婦
人
会
会
長 

古
賀 
静
枝 

        

昨
日
、
第
三
十
九
回
海
上
施

餓
鬼
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
貴
方
と
参
加
し
て
い
た
頃

は
博
多
湾
か
ら
船
で
出
か
け
て

い
ま
し
た
ね
、
本
当
の
海
上
施

餓
鬼
で
し
た
、
良
く
一
緒
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
今
は 

遠
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

   

妙
教
寺
発
展
の
為
色
々
の
こ
と

を
な
さ
れ
ま
し
た
、
階
段
の
手

摺
り
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
、
登

り
降
り
に
皆
が
大
変
重
宝
し
て

い
ま
す
。
霊
界
へ
旅
立
た
れ
ま
し

た
あ
な
た
の
こ
と
を
色
々
と
思

い
出
し
て
い
ま
す
。 

        

日
蓮
聖
人
の
ご
遺
文
「
波
木

井
殿
御
書
」
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
信
仰
心
の
篤
い
貴
女
に
は
、

梵
天

ぼ
ん
で
ん

、
帝
釈

た
い
し
ゃ
く

、
四し

大
天
王

だ
い
て
ん
の
う

、

閻
魔

え

ん

ま

法
皇

ほ
う
お
う

の
御
前
に
て
は
、
法

華
経
の
行
者
、
日
蓮
大
聖
人
の 

お
弟
子
で
す
と
名
乗
り
ま
し
た

か
、
三
途

さ

ん

ず

の
河か

わ

で
は
船
は
待
っ
て

い
ま
し
た
か
・
・
・
色
々
お
聞
き
し

た
い
も
の
で
す
ね
。 

早
い
も
の
で
、
あ
な
た
に
勧
め

ら
れ
て
、
会
長
を
引
き
受
け
て

七
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
今

で
も
信
仰
心
篤
く
ご
先
祖
様
を

大
事
に
さ
れ
て
い
た
あ
な
た
は

良
い
お
手
本
で
す
。
私
も
そ
ち

ら
へ
す
ぐ
に
で
も
参
り
た
い
の
で

す
が
、
い
づ
れ
会
長
の
職
を
後

進
に
ま
か
せ
て
、
そ
の
あ
と
、
妙

教
寺
発
展
を
見
さ
せ
て
戴
い
て

か
ら
参
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
今

し
ば
ら
く
見
守
っ
て
下
さ
い
お

願
い
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
檀

信
徒
の
皆
様
に
は
、
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
続
く
そ
う
で
す
、
お

身
体
に
ご
留
意
さ
れ
こ
の
夏
を

乗
り
越
え
え
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

                        

各

会

役

員

よ

り 

花まつりのお御堂飾付けに 

参加された古賀会長 

日蓮大聖人銅像百年祭に 

参加された、故・伊藤ツヤ子 

元婦人会長 

名菓      大野城サティ店 

大野城市錦町 4丁目 1-1  大野城サティ内 

TEL・FAX 092-592-2126 

ひよ子のピィナンシェ 

しっとりほど良い甘さと 

ミルク風味のやさしい 

味わいです。 

御祝い・御法事などの引き物、 

ご進物・ご贈答に        の 

お菓子をご愛用下さい。 

（６） 



 
加
藤
清
正
公 

四
百
年
遠
忌
に
つ
い
て 

 

信
行
会
会
長 

植
村 
俊
親 

先
の
ご
講
話
等
で
清
正
公
様

に
つ
い
て
は
、
述
べ
ら
れ
て
き
た
の

で
、
熊
本
城
及
び
清
正
公
様
に

つ
い
て
の
逸
話
等
に
つ
い
て
述
べ
て

み
ま
す
。 

熊
本
城
は
次
の
も
の
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。 

大
小
天
守
閣 

天
守
閣
、
本
丸
御
殿
一
帯
は

西
南
戦
争
開
戦
三
日
前
に
原

因
不
明
の
出
火
で
消
失
し
た
。

現
在
の
天
守
閣
は
昭
和
三
十
五

年
に
外
観
復
元
し
た
も
の
で
あ

る
。
天
守
閣
は
地
上
六
階
地
下

一
階
、
石
垣
の
上
か
ら
高
さ
約

三
十
ｍ
、
小
天
守
閣
は
地
上
四

階
地
下
一
階
、
高
さ
約
十
九
ｍ

で
あ
る
。
内
部
に
は
加
藤
家
細

川
家
、
西
南
戦
争
の
資
料
が
展

示
し
て
あ
る
。 

         

二
様
の
石
垣 

 

熊
本
城
が
築
か
れ
た
慶
長
時

代
は
全
国
的
な
築
城
ラ
ッ
シ
ュ
で
、

技
術
革
新
も
急
速
に
進
ん
だ
。

二
の
丸
の
横
に
聳
え
る
石
垣
は
、

他
と
比
較
し
て
傾
斜
が
急
で
後

に
継
ぎ
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
、
石
垣
の
年
代
差
は
大
小
天

守
閣
の
石
垣
に
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

宇
土
櫓
（
国
指
定
重
要
文
化
財
） 

 

創
建
当
時
か
ら
残
る
唯
一
の

多
層
櫓
で
あ
る
。
地
上
一
階
地

下
一
階
、
他
の
城
郭
で
は
優
に

天
守
に
匹
敵
す
る
、
往
時
の
熊

本
城
は
こ
の
よ
う
な
五
階
や
三

階
建
て
の
櫓
が
林
立
し
、
ま
さ

に
難
攻
不
落
の
巨
大
要
塞
で
あ

っ
た
。 

南
大
手
門 

 

熊
本
城
復
元
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
十
四
年
に
完
成
し
た
櫓
門

（
昔
の
門
は
西
南
戦
争
じ
弾
丸

に
よ
る
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
）
熊

本
城
は
北
、
南
、
西
の
三
つ
の
大

手
門
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
最

大
の
規
模
で
あ
る
。 

飯
田
丸
五
階
櫓 

 

飯
田
丸
五
階
櫓
は
本
丸
の
南

西
に
位
置
し
、
高
さ
約
十
四
ｍ
、

延
べ
床
面
積
約
五
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
。
築
城
当
時
、
六
棟
あ
っ

た
五
階
櫓
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

 

長
塀
（
国
指
定
重
要
文
化
財
） 

熊
本
城
の
内
堀
で
あ
る
坪
井
川

に
沿
っ
て
建
つ
白
黒
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
城
壁
で
あ
る
。
現

存
す
る
城
郭
の
塀
の
中
で
は
最

長
の
二
四
二
メ
ー
ト
ル
を
誇
る
、

毎
年
秋
の
お
城
ま
つ
り
で
は
、
長

塀
前
河
川
敷
で
、
武
田
流
騎
射

流
鏑
馬
（
県
指
定
重
要
無
形
文

化
財
）が
披
露
さ
れ
る
。 

          

本
丸
の
中
に
幾
多
の
井
戸
を

設
け
る 

天
守
閣
の
畳
に
は
、
芋

が
ら
を
つ
か
う
等 

市
内
の
川
は

曲
が
り
く
ね
り
水
害
を
防
ぐ
べ

き
処
置
を
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
度

大
広
間
が
復
元
さ
れ
た
。 

 

熊本城天守閣 

国指定の重要文化財、熊本城長堀 

（７） 



遠
忌
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み

ま
す
。
二
百
五
十
年
遠
忌
は

（
万
延
元
年
）
（
千
七
百
六
十

年
）
江
戸
時
代
に
盛
大
に
行
わ

れ
た
、
し
か
し
明
治
維
新
に
よ

る
廃
仏
棄
釈
に
よ
り
佛
式
で
の

清
正
公
祭
祀
は
禁
じ
ら
れ
、
浄

池
廟
は
破
却
さ
れ
、
さ
ら
に
明

治
十
年
西
南
戦
争
で
本
堂
も
消

失
し
ま
す
。
庶
民
の
清
正
公
様

信
仰
は
衰
え
ず
、
明
治
二
十
七

年
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四

年
）
日
露
戦
争
に
よ
り
清
正
公

様
信
仰
は
新
た
な
性
格
を
加
え

軍
神
・
武
神
と
し
て
の
信
仰
が

明
治
四
十
三
年
が
清
正
公
様

三
百
遠
忌
で
し
た
。
そ
の
後
大

東
亜
戦
争
に
突
入
昭
和
二
十

年
（
千
九
百
四
十
五
年
）
七
月

一
日
・八
月
十
日
空
襲
に
会
い
、

八
月
六
日
に
廣
島
九
日
に
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
八
月
十
五

日
敗
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和

二
十
八
年(

千
九
百
五
十
三
年)

六
月
二
十
六
日
大
水
害
（
こ
の

日
午
後
四
時
く
ら
い
に
雨
に
な

り
降
る
雨
が
瓦
に
当
た
り
跳
ね

返
る
雨
で
先
が
見
え
な
い
程
）
で

大
水
害
を
も
た
ら
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
一
日

四
百
年
遠
忌
記
念
法
要
が
池

上
尊
義
本
妙
寺
住
職
の
導
師
の

下
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

 

妙
教
寺
も 

荒
木
御
住
職
の

発
案
に
よ
り
八
月
二
十
二
日
清

正
公
様
出
開
帳
を
執
り
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

妙
教
寺
は
清
正
公
様
の
幾
多
の

恩
恵
を
受
け
る
お
清
正
公
様
を

御
守
護
神
と
し
て
お
祭
り
し
て

あ
り
ま
す
。 

御
開
帳
を
皆
様
で
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
。  

 

謹
言 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

  

    

第
三
十
九
回 

海
上
施
餓
鬼
に
参
加
し
て 

 

妙
教
寺
総
代 

花
田 

正
月 

 

 

亡
、
日
賢
上
人
が
導
師
を
勤

め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
、
船
上
で

の
海
上
施
餓
鬼
も
大
変
盛
大
で

し
た
が
、
近
年
、
会
場
と
な
っ
て

い
る
博
多
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
の
大
会
も
準
備
等
を
さ
れ
る

各
寺
院
の
お
上
人
様
の
努
力
で

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
で
の
施
設
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
つ
て
四
年
目
を
迎
え
ま

す
が
海
上
で
行
わ
れ
て
い
た
時

と
は
雰
囲
気
も
大
変
違
い
ま

す
。 

    

元
寇
の
役
や
先
の
太
平
洋
戦

争
等
水
際

み
ず
ぎ
わ

で
亡
く
な
ら
れ
た
両

軍
の
戦
死
者
の
方
は
今
で
も
無

念
の
思
い
の
霊
は
ま
だ
完
全
に

静
ま
っ
て
居
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
。 

        

以
前
、
御
前
様
が
志
賀
島
で

良
く
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
、

「
そ
こ
に
番
兵
が
居
る
だ
ろ
う
道

を
開
け
て
通
し
て
あ
げ
な
さ
い
」

と
、
そ
の
思
い
を
新
に
し
て
は
博

投

 

稿

 

欄 

施餓鬼法要の後、献花された 

花田総代（写真中央） 

（８） 



多
湾
を
眺
め
な
が
ら
今
年
も
献

花
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

去
年
も
今
年
も
大
変
素
晴

ら
し
い
お
天
気
で
し
た
、
約
三

十
名
の
方
々
と
共
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
早
く
到
着
す

る
と
待
ち
時
間
が
長
い
と
い
う

こ
と
で
今
年
は
少
し
遅
く
出
発

し
ま
し
た
が
会
場
の
近
郷
の
発

展
が
素
晴
ら
し
く
駐
車
場
を
探

す
の
に
一
苦
労
し
ま
し
た
。
や

は
り
余
裕
を
持
っ
て
参
加
す
る

こ
と
が
大
切
で
し
た
。 

         

午
前
中
の
海
上
施
餓
鬼
法
要

に
続
き
、
午
後
よ
り
ご
法
話
が

あ
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
若
い
お

上
人
様
に
続
き
、
今
年
は
、
熊

本
県
荒
尾
市
の
妙
國
寺
・
渡
邊

義
俊
上
人
様
の
ご
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。 

法
華
経
「
常
不
軽
菩
薩
品
第

二
十
」
よ
り
常
不
軽
菩
薩
様
の

「担
行
礼
拝
」に
つ
い
て
の
お
話
で

し
た
。 

「
全
て
の
人
を
尊
敬
し
、
心
よ

り
合
掌
し
て
、
敬
い
の
心
を
も
っ

て
接
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
、

な
ぜ
な
ら
、
人
に
は
皆
、
だ
れ
で

も
仏
性
（
仏
様
に
な
る
心
）
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
呼
び
起

こ
す
事
に
よ
っ
て
、
偏
見
の
な
い

平
和
な
社
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が

皆
様
と
共
に
合
掌
し
、
信
仰
に

励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
お
も
い
ま

す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 
 

 

     

事
業
担
当
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

臼
井 

義
光 

 

先
日
、
友
人
か
ら
「
内
観
法
」

と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。

心
理
学
の
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

現
代
社
会
の
心
の
病
（
精
神
病
・

う
つ
病
）な
ど
の
治
療
に
大
変
効

果
の
あ
る
治
療
法
ら
し
い
で
す
。 

        

そ
う
い
え
ば
、
わ
が
妙
教
寺

の
亡
き
若
上
人
（
日
賢
上
人
）
が
、

福
岡
刑
務
所
で
の
慰
問
の
折
、

受
刑
者
の
心
を
開
く
為
に
「
内

観
法
」
に
似
た
修
行
法
を
、
取

り
入
れ
て
い
た
と
生
前
に
お
伺

い
し
て
お
り
ま
し
た
。 

行
い
方
は
す
ご
く
簡
単
で
、

自
分
の
人
生
を
、
現
在
か
ら
過

去
へ
一
年
づ
つ
遡
っ
て
思
い
出
し
、

そ
の
時
々
の
喜
怒
哀
楽
の
事
柄

を
、
紙
に
文
字
を
書
い
て
い
き
、

生
ま
れ
た
時
ま
で
遡
り
自
分
を

見
つ
め
直
し
、
そ
し
て
幼
き
日
々

に
父
母
友
人
を
は
じ
め
多
く
の

人
々
か
ら
頂
い
た
大
き
な
愛
に

つ
い
て
考
え
、
自
分
の
人
生
が
無

駄
で
は
な
か
っ
た
事
に
気
づ
き
、

今
の
自
分
の
人
生
を
再
構
築
し

て
い
く
・・・。 

ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
人

で
も
、
必
ず
涙
を
流
し
、
優
し
い

顔
に
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
「
内

観
法
」
は
、
仏
教
の
修
行
法
に
も

あ
る
そ
う
で
す
、
い
や
、
も
と
も

と
仏
教
か
ら
出
た
考
え
方
で
は 

 

内

観

法 

荒尾市妙國寺・渡邊義俊上人による 

海上施餓鬼での講演 

（９） 

元旦祝祷会で参拝者に祈祷を 

される、亡き若上人（日賢上人） 



          

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
、
今
の
自
分
を
知
る
こ

と
、
そ
し
て
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
両
親
の
恩
を
知
り
、
数
多
く

の
人
々
の
恩
を
知
り
、
そ
の
恩
に

感
謝
し
、
徳
行
の
力
で
恩
返
し

を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
考
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

お
盆
を
お
迎
え
す
る
こ
の
時

期
、
「
内
観
」
に
沿
っ
て
、
自
分
を

そ
し
て
ご
先
祖
様
を
見
つ
め
直

す
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

 

妙
教
寺
行
事
に
参
加
し
て 

 
 

感
じ
た
こ
と 

 

信
行
会
役
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

敏
夫 

 

妙
教
寺
様
に
は
日
頃
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
が
月
例
祈
祷
祭
、
信
行
会

に
参
加
し
て
二
年
四
ヶ
月
、
三
沢

清
正
公
様
掃
除
の
お
手
伝
い
そ

し
て
月
例
施
餓
鬼
会
に
出
席
し

て
一
年
四
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。 

月
祈
祷
祭
は
毎
月
第
一
日
曜
日

午
前
十
時
に
開
始
さ
れ
、
身
体

健
全
他
祈
祷
し
て
頂
く
こ
と
に
よ

り
、
各
家
族
の
方
々
が
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
先
祖
他
皆
様
に
守
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
、
い
つ
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。 

信
行
会
も
お
経
の
練
習
や
、

地
獄
界
か
ら
仏
界
ま
で
即
ち
十

界
の
話
等
、
人
間
と
し
て
善
悪
を

判
断
し
世
間
様
に
迷
惑
を
か
け

な
い
で
生
活
が
で
き
、
自
分
自
身

を
磨
く
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

        

信
行
会
が
終
る
と
三
沢
の
清

正
公
様
の
掃
除
に
行
き
ま
す
。 

最
初
は
一
緒
に
行
か
れ
る
方
の

指
示
に
従
い
掃
除
を
し
て
、
終
了

後
、
お
上
人
様
と
一
緒
に
お
経

を
唱
え
ま
す
。 

数
ヶ
月
参
加
す
る
う
ち
に
、
日

貫
上
人
様
が
三
沢
の
出
身
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
、
祀
っ
て
あ
る

方
が
、
加
藤
清
正
公
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。 

                        

 

              早い仕事より確かな仕事、技術と信用の 

             （有）臼 井 組 
       〒811-2108 福岡県粕屋郡宇美町ゆりが丘 4-3-9 

                                        TEL ０９２－９３２－７３９７ 
建 設 業 

信行会で体験談等を講演される 

臼井事業担当長 

 

 

信行会に参加され、講義を 

熱心に聞かれる伊藤敏夫氏 

（写真手前） 

（１０） 



又
、
月
の
最
後
の
日
曜
日
に
月

施
餓
鬼
供
養
会
が
あ
り
ま
す
。 

私
だ
け
で
は
な
く
家
内
も
お
寺
の

事
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

最
初
の
読
経
ま
で
は
参
加
さ
れ

る
人
は
多
い
で
す
が
、
祈
祷
が
始 

ま
る
頃
は
人
数
も
減
り
何
と
な

く
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。 

全
般
的
に
参
加
者
が
少
な
い

う
え
に
、
途
中
で
減
り
ま
す
と
最

後
ま
で
居
て
く
れ
た
ら
ど
ん
な
に

雰
囲
気
が
良
く
な
る
だ
ろ
う
と

又
、
助
か
る
と
自
分
な
り
に
感
じ

て
い
ま
す
。 

お
施
餓
鬼
に
は
九
十
代
前
後

の
方
も
毎
月
お
見
え
に
な
り
、
頭

が
下
が
り
ま
す
。
そ
れ
と
な
く
声

か
け
を
し
て
自
分
の
励
み
の
量
に

し
て
い
ま
す
。 

国
会
、
県
会
、
市
会
議
員
は
、

最
近
四
十
～
五
十
代
の
方
が
主

流
で
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
然
し
、

お
寺
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
通
常

六
十
代
以
上
の
方
が
お
勤
め
さ

れ
て
い
ま
す
。 

         

納
骨
堂
は
当
山
に
あ
る
が
夫

婦
で
お
参
り
に
来
ら
れ
る
人
も

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
誰
で
も
役
員
に
な
り
た
が

り
ま
せ
ん
。 

こ
の
様
な
現
状
か
ら
、
今
ま
で

役
員
を
し
て
あ
る
方
、
及
び
お
寺

の
行
事
に
協
力
し
て
あ
る
檀
信

徒
の
皆
さ
ま
の
支
え
が
、
よ
り
一

層
必
要
視
さ
れ
ま
す
。 

要
は
お
寺
と
役
員
と
檀
信
徒

が
、
力
を
合
わ
せ
各
人
の
意
見
を

尊
重
し
つ
つ
、
い
ざ
と
い
う
時
に

協
力
し
て
頂
く
姿
勢
を
作
り
だ

し
て
、
そ
し
て
、
お
互
い
に
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

         

年
間
行
事
を
遂
行
す
る
過
程

で
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し

て
頂
き
、
出
席
し
て
良
か
っ
た
と

云
え
る
又
、
家
族
の
方
も
少
し
で

も
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
な
努

力
、
そ
し
て
当
山
と
檀
信
徒
が
心

の
通
っ
た
人
間
関
係
が
少
し
づ
つ

構
築
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

                        

三寺合同団参で住職上人と 

身延山山頂で２ショット 

人の安全・車の保安・真心サービス 

全国ネットワークのロータス優良メンバー工場 

スピーディをモットーに 
民間車検・国土交通省指定整備工場 

井上自動車株式会社 
本  社  福岡市博多区麦野 1 丁目１－３８  

電 話 （５８１）４６０７・３０８９ 
            F A X （５８１）４ ７ ９ ６ 
第二工場  福岡市博多区井相田 2 丁目３－２５ 
         電 話  ５ ７ １ － ７ ３ ７ ６ 

〠812 
-0882 

（１１） 

圓頓寺大黒天祭に参加され、特別
賞が当たった伊藤氏（写真右） 



                        

                        

                        

                        

行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

1/11 新春施餓鬼法要後、 

圓頓寺住職、荒木英人上人による 

「お清正公様」についての講演 

1/1 祝祷会 ご参拝の皆様と一
緒に甘酒の供養を頂きました 

1/11 新春施餓鬼供養会、福引き
大会等、150 名の参加者があり盛
大に行われました 

 

1/24 婦人会主催寒修行 

団扇太鼓を叩いて、唱題行に励み
ました。（35 名の参加） 

2/7 節分追儺会 歳男・歳女の
方々による豆まきは、本年も無病
息災・開運除厄 

4/11 釈尊降誕会（花まつり） 

婦人会による手作りの花御堂と 

甘茶の供養 

6/13 元寇園教会芋苗植え会 

婦人会有志及び檀信徒有志の
方々で 500 本の苗を植えました 

7/16 第 39 回海上施餓鬼大法要 

猛暑の中、當山より 25 名の参加
を頂きました。 

7/18 当山盆前大掃除、45 名の
参加を頂き、綺麗になりました。
ありがとうございました。 

7/18 別院志賀島元寇園教会 

役員有志及び檀信徒有志の
方々による盆前大掃除 

（１２） 



 
   

◎
８
月
１
日
（日
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

 
 

 

午
後
よ
り 

◎
８
月
６
～
15
日
（金
～
日
） 

 

・盂
蘭
盆
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

◎
８
月
22
日
（第
４
日
曜
） 

 

・盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会 

 
 

 

午
前
11
時
よ
り 

 

・清
正
公
御
入
滅 

 
 

 

四
百
年
遠
忌
出
開
帳
法
要 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
９
月
５
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
９
月
20
～
26
日
（月
～
日
） 

 

・秋
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

   

   

◎
９
月
26
日
（第
４
日
曜
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・秋
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
10
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 
 

午
前
10
時
よ
り 

◎
10
月
17
日
（第
３
日
曜
） 

 

・宗
祖
日
蓮
大
聖
人
お
会
式 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
11
月
７
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
11
月
28
日
（第
４
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

    

  

◎
12
月
５
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

 
 

 

午
後
よ
り 

◎
12
月
19
日
（第
３
日
曜
） 

 

・年
末
煤
払
い
大
掃
除 

 
 

 

午
前
９
時
よ
り 

◎
12
月
26
日
（第
４
日
曜
） 

 

・年
末
総
供
養
施
餓
鬼
会 

午
後
１
時
よ
り 

◎
12
月
27
日
（第
４
月
曜
） 

 

・正
月
お
供
え
の
為
の
餅
つ
き 

 
 

 

午
前
４
時
よ
り 

◎
12
月
28
～
30
日
（火
～
木
） 

 

・正
月
飾
付
け
準
備 

       

                        

平
成
22
年
行
事
予
定
（８
月
～
12
月
） 

 
 

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

 
 

 

・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

 
 

 

・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 

※
行
事
予
定
日
・
時
間
は
、
変
更
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

事
前
に
発
送
し
ま
す
案
内
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 

（１３） 



                        

                        

                        

                        

 

 

 

“清正公御入滅四百年遠忌記念事業に伴う支援のお願い” 
「本妙寺浄池廟・仁王門復興支援金」の申込みは 

平成 22年 8月 22日當山盂蘭盆施餓鬼法要・清正公第四百年遠忌法要 

当日の申込みも受付致します 

申込み先：春日山妙教寺０９２（５８１）１２６６ 

（１４） 


